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要 約

本文は大願∫-3橋アンカレイジコンク1)-トの施_l二報苦である｡本Jj当liの特徴は,

① 10万 m3を超えるマスコンク1)-トでありながら,富配合の鉄骨 鉄筋コンクリート構

造物である｡

(参 高炉セメントを使用した｡
③ 熱応力の検討を行って温度上界の抑制を考慮Lた｡

④ 主筋の大径鉄筋の継手にガス圧接 日去を採用した｡

ことなどであるO
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§1.はじめに

大鳴門橋は本州 と四国を結ぶ射離籍ルー トのうち,最

も東寄 りのルートにあたり,兵庫県淡路島と徳島脚鳴門

市の問の鳴 門 瀬 頗二架る全長1,629m,中央径間876m

の吊橋である(図-1,2)｡湖峡は中央部に向って急峻

な海底地形をなし,最深部は150mにも及ぶ｡潮汐によ

る海流は大潮 庫に10kt(約5m/S)の速さに連する上

太平洋からの風が直接吹送し,最大波高は8.0mが 用 Il

されるという海象条件の厳しい位置にある｡

本橋では主塔の下部二日二多柱式基礎を採用し,ケーブ

ルの定着部 (アンカレイジ)には重力式基礎が採用され

た｡多柱式基礎については別途裾 l;･することとL,ここ

ではアンカレイジコンクリー トの施工法 とその実績を紹
介する｡

*四国(支)鳴門(出)所長
**抑判(支)l蜘-t附侶係長

図-1 位置図

写真-1 二如鮮【1橋下部工施工中のIIEj門海峡全軍
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§2.工事の概要

､L雄二(西松 ･青木 ･東洋三社共同企業休)が施 l-_Lた

刃ILu'EH喬のアンカレイジは矧 "j側5Aで,その施工位置

はさ毎峡に突出した岬の内側,Ll憐:･の汀線部である05A

の構造は図-3に示すように前面に2基のニューマチッ

クケーソン基礎を置き,後部は岩盤をl如安基礎とLてコ

ンクリー ト躯体が乱 しっている｡5Aには匪径860mmの

高張力鋼を使用したケーブルから片側28,000tfの水平力

が作用する｡5A躯体工事の工期は昭和53年lljj1Hよ

り同56年3日16卜ほ でで,このうち躯休コンク1)- 卜の

施工には昭利54年3Jは り同56年2Jほ で2年を安した｡

5Aの主要工事数量を表-1に示すo

表-1 主要工事数騒

二L 種 単位 数 量 摘 要

コンクリート m3 104,680 セメント支給

型 枠 m2 14,470 外周表面のみ

鉄 筋 i 2,960 鉄筋支給

ケーブルアンカフレーム t 1,770 支 給 製 品

ク-リングコイル 王ー1 97,180

グラウト配管 n1 4,360

ケ ー ソ ン 基 2 )前 脚

ケーソンコンクリート ma 13,440

法 面 掘 削 m3 54,900

写真-2 アンカレイジ全景(5A)
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本二L事の特徴は10万m3に及ぶマスコンクリー トであり

ながら,鉄骨,鉄筋が密に哩込まれるコンクリート構造

体であることであるoLたがってコンクリートは,敢大

骨朝寸法 40mm,単位セメント最 280kg/m3,打設方法はコ
ンクリートポンプによると仕様されている｡また,施工

場所が国立公園内であり,付近海域は漁場,ワカメの養

殖場であることから,｣二事を進める上で種々の制約を受

けた｡このような工事の特徴から施1二にあたって特､二配

慮を要する事項は次のようであった｡
1) コンクリートの温度制御と熱応力を考慮し,かつ

円滑な施｣二を行うために適切なブロック割とリフト

スケジュールを組立てる｡

2) コンク1)- トの温度制御にはクー1)ンブを行うo

コンクリートの打設直後の温度上昇を抑制するため
の1次クーリング及び,躯催完成後年平均気温16oC

まで躯体を一様に冷却する2次クーリングの方法と

実施期間を定める｡

3)上部工との接点となるケーブルアンカフレームの

架設精度の管理O引r3尉才の先端で±15mmの精度が要

求されている｡

4) 太径鉄筋の継手はガス圧接継手と仕様されている

が,特にD51鉄筋のガス圧接には熟練した圧接工の

確侃 品質管理及び工程管理等十分な配慮を必要と
する｡

5) 特殊な地域であるため排水の水質規準が厳しく,

規準に対応できる排水処理施設を設けなければなら

ない｡

§3.コンクリートの材料及び配合

3-1 材料

(1)セメント

セメントは公団からの支給材料で,住友セメント

社製B種高炉セメント (スラグの分量50%)を用い

た｡竿封ニマスコンクリー ト構造物であるため本工事

に用いる高炉セメントには, 中 藤熱ポルトランドセ
メントと同等の水和熱規制が仕様されているOその

品質は表-2のとおりである.セメントの搬入は,

住友セメント赤穂二Ⅰ二場より専用運搬船 (800tf積)で

行った｡

(2)細骨材

細骨材は工事期間を通じて安定した晶質と供給が

得られるものとして,秦-3に示す細砂 (Sl)及び

粗砂 (S2)を選定した｡これらは粒度調整のため表

-3に示す割合で混合Lて用いたoなお細砂(海砂)

は塩分含有量を規制されており,採取後水洗いを行

大場門橋アンカレジコンクリートの施工

って規格に適合する濃度に低減した｡

表-2 高炉セメントB棟試験成績表

物 理 試 験 化 学 成 分 (%)

fli t:j …規 格 収 輯 項 目 規 格 成絞

此 爽 - 3.03 強 熟 減 敦 3.0以下 0.4

粉 末 璃 警 慧 諾,'!l 3570 不 溶 残 分 - 0.1- 1.4 シ リ カ - 27.5

･t=l 始 発 3■04' ア ル ミ ナ - 9.5

(時-分)l 終 結= 10時間以内 4A42' 酸 化 第 二 鉄 - 1,9

安 定 性 良 良

53.4

フ ロ ー (印) - 252 マ グ ネ シ ア 6.0以下 3.7

曲げ強さ(kgf,/cm,) It 滋1t=l - - 無 水 硫 酸 4.0以下 2.1

3r:1 - 27

711 - 36 98.6

28日 - 68

T:wI三*-強さ(kgE/cm') ※lH - -

3E-A 60以上 88 アルミン酸三石灰

7f-I 120〝 170 I

28E-] 290〝 382

(Cal/g) 7口 70以下 62.5

表-3 細,巨5働
(a)推 地

記 号 産 地 混合率

Si 香川殿坂出沖 海砂 40%

S2 徳島脱那賀川 川砂 60%

試験項目 試験方法 規 格 値 試 験 成 麟
細 砂 Sl 粗 砂 S2

比 荻 JⅠSA 1109 2.50以上 2.55 2.63

牧水敬 3.0%以下 2.60 2.68

jii.位容棉脆施 /′ 1104 1500kg/m' 1670kg/m}

洗い試験 ノ′ 1103 5.0%以下 0.3 0.3

有機不純物 〝 1105 捺印呈色以lr 合 格 令 格

安定性 1122 10.0%以下 0.9 4.0

塩分含有簸 こじ本学会規碓-; (海砂)0,1%以下 0.018 0.005

粘二ヒ塊 1.0%以下 0 0

義-4 袈腔 王朝
(a))･'f'=: 地

記号 粒 径 岩 質 Ti 地 混 合 率

Gl 1305 安tl｣岩 香)I児 豊島 20%

G2 2513 玄武岩 〝 小豆.f} 40%

試験項FTl 試験方法 規 格 仏 試 験 収 納
Gl G2 C3

比 荻 JⅠSA 1110 2.50以上 2.54 2.86 2.53

吸水騒 3.0%以lr 1.76 1.21 1.56

恥位容碑荻兇 〝 1104 kg/m31450 1600 1450

末続率 (砕石)55%以上 57,3 56.6 58.2

洗い試験 JⅠSA 1103 1.0%以下 0.1 0.1 0.2

安定性 7 1122 12,0%以下 2.4 2.2 1.4

すり-り減放 〝 1121 (砕石)40%以下 13.6 12.3 17.5
粘土塊 二l二木学会税吏lら 0.25%以下 000
柔らかい石片 JⅠSA 1126 5.0%以下 2.5 2.0 0
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大場門橋アンカレジコンクリートの施工

(3)粗骨材

粗骨材は最大引去40mmで,秦-4に示す3種の粒

径の砕石を表に示す割合で混合使用した｡アンカレ

イジは設計上重さを必要とするため,2,270kg/m3以

上の単位体積重量を仕様されており,そのため中径

粗骨材 (G2)は特に比重の大きい玄武岩砕石とした｡,

(4)混和剤

混和剤は凝結遅延型AE減水剤サンフローRを用

いた｡その品質は表-5のとおりである｡

表-5 混和剤試験成績(サンフローR)

項 目 規 格 値 試験値

単 位 水 量 比(%) 90以下 85

ブリージング蚤比(%) 70以下 54

圧縮強度 材 令 7日 100以上 131〝 28日 100以上 117
比 (%) 〝 6ケ月 90以上 111

′′ 1年 90以上 -

曲げ強度比 (%) 材 令 7日 95以上 114I/ 28日 95以上 111

付 着 強 度 比(%) 95以上 123

乾燥収縮の差 乾燥期間28日 0.010以下 0.000
/′ 6ケ月 0.010以下 0.002

〝 1年 0.010以下 -

(5)水

混練水は嶋PLl市水道水を用いた｡

3-2 配合

仕様書に示された設計基準強度,単位体積重量,スラ

ンフO,空気量等の配合基準にもとづき,示方配合は表-

6のとおりとした｡

§4.仮設備

本工事の主要な仮設備は次のものである｡

(1)バッチャープラント

バッチャープラントには2軸強制練ミキサ (容量

2m3,公称能力120m3/h)を設置した｡その仕様を

表-7に示す｡
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秦-7 バッチヤプラント仕様

型 式 130KBTS-7D

ミキサ型式 DAM-2000(2軸強制)

ミキサ容最 2.Oma

公 称 能 力 120ma/h

寸 法 8900×9500×21800

シスアム 全自動パンチカ-ド

出 力 ミキサ30kWX2台

(2)貯蔵設備

貯蔵設備として,骨材ビン (¢9.0×9.7m,コル

ゲートパイプ製)6基,及びセメントサイロ(¢6.5

×16.0m,容量400t,封姉亘製)2基を設けた｡

(3)排水処理設備

汚水発生原はグリーンカット泥水,バッチャープ

ラント洗浄水,ポンプ車及び輸送管洗浄水,養ぞ招く

等である｡これらセメント系排水は濁度及びpHの調
整と6価クロムの管理が必要で,子細 iへの放流規準

はSS30ppm以下,pH5以上9以下である｡

排水処理設備としては,集水桝,1次沈殿池,1

次中和槽,2次子廻投池,2次中和槽,凝集擬枠槽,

凝集沈殿槽,検査ビット及び再利用水タンクを設け

た｡濁度は1次及び2次沈殿池での沈降と凝集捜粋

槽及び凝集沈 殿槽での凝集剤 (戸AC)の添加によ

り調整し,pHは1次中和槽で希硫酸の添加により,

原水の12を10まで中和し, 2次中和槽で炭酸ガスに

より7まて｢,Jげる｡処理した水の大部分はグリーン

カット用水,番生水として再利用した｡なお,処理

能力は15m3/hである｡

(4)タワークレーン

型穐 鉄筋,足場,配管等の作業及びケーブルア

ンカフレーム架設のために,アンカレイジ前面に100

tf･m,背面に180tf･mのタワークレーンをそれぞ

れ1基設置した｡

表-6 示方配合

設計基準 単位体梯 粗骨材の スランプ 空気-_敬 水.七メ 細骨 単 位 産 (kg/m3)

強 度(91t=j) 重 量 最大寸法 の範閉 の範閉 ン卜比W/C 材率S/a 水 セメント細骨材 租骨材 混和剤
(kgf/cm2) (kg/m3) (mm) (cm) (%) (%) (%) W C S G AD
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§5. リフトスケジュ-ル

平面寸法は底部で最大70mx51mあり,平面ブロック

割は図-4に示す6分割 とした｡また標準 リフト高さは

1mとし,岩着部及びコンクリー トの打継間隔が30日以
上 となるブロックは75cmリフトを2ブロック打継ぐ｡リ

フト計画の詳細は省略するが,ブロック総数271,ブロッ

ク平均コンクリー ト量386m3,最大ブロックコンクリー

ト量689m3であった｡

/

34500 355し)0

図-4 コンクリートブロック割平面図

工程管理の基本 となるリフトスケジュールは次の点を
考慮して封画 したo

1) ブロックの打継間隔は3日以上 とする｡

2) 型枠の脱型は高炉セメントを使用することを考慮

して,夏期は2.5日以上,冬期は3日以上 とする｡

3) 標準型枠 としてスライドフォームを使用するので,

その構造上,隣接ブロックのリフト差は2リフト以

上 とする｡

4) コンク1)- ト打設工期のr摘往二ケーブルアンカフ

レーム架設工事が入るが,その工期は9.8t/dの能

力で算定する｡

5) 1ブロック当りの作業日数の算定は,型枠のスラ

イドを要するブロックを6日,スライドを必要 としな

いブロックを4日とし,表面筋のたて継ぎ,異形バ

ラ型枠の組立等を要するブロックは更に2日を加え

る｡また鉄筋はブロックにより集中的に入るため,

組立重量に合わせて鉄筋工の作業日数を求める｡

以上の工程封画 にもとづき工事を実施 したが,実績は

図-5のとおりであった｡

大場門橋アンカレジコンクリートの施工
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図-5 5Aアンカ レ イジコンク リ ー ト打 設 実績

§6.コンクリートの施工及び品質管理試験

6-1 型枠

型枠は主 としてスライド型枠を用いた｡これは2リフ

ト打設毎に1回スライドする構造 とした｡スライド型枠

の製作基数は121基,663mで あった｡従って平均転用

回数は18回であったOその他,異形の部分や複雑な構造

の部分にはバラ型枠を用いた｡型ポリ二の詳細は省略する

が,本工事に使用した型枠の内訳を表-8に示す｡

表-8 型枠内訳

スライド型枠 mT12,000

鋼製バラ型枠 m2 3,200

木製バラ型枠 m2 3,400

6-2 混練設備及びコンクリートポンプ

バッチャープラントは全自動パンチカードシステムで,

あらかじめ決定した配合のカー ドをセットし,砂の表面

水補正を適宜加える操作のみで連続的に混練できる｡

コンクリー トの打設には表-9に示す仕様のコンクリ

ー トポンプ車を使用Lた0本機の探月甘二当り圧送能力に

ついて次式により検討した｡

表-9 コンクリートポンプ車仕様

型 式 PA25-51 梅束開発工業

形 状 寸 法 全長10.1m 全幅2.45m 全高3.25m

重 畳 18140kg

高 速 中 速 低 速

吐 出 最 92m3/h 55// 32/′

圧距雉 水平 250m 490〝 650′/垂 直 50m 115〝 140〝
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PL-A〈L,lr卜(V/H)Lv+A･N)

PI-:配管抵抗による圧力損失

LH :水平配管距離(m)

ll/H:垂直部と水平部の配管抵抗比

ム′:垂直配管距離(那)

A:曲り管の水平換算係数

〃:曲り管の個数

Aj81, i/a.Aはスランプ,打設速度のパラメ
ータであるO

本工事ではLlブロックの最項部て葡 乳 水平配管踊 fi･:･

とも最大となり,最少打設速度を30m3/h,スランプ10cm

とすると,

LlI-150, h･-50,

曲り管 300(水平) :Al-y3,
450(水平) :A2-y2,

900(水平) :A3=1,
900(垂直):ALl-5,

A釦 -0,093, ljH=3.50

い

‖叩
‖叩

〓叩

′1

/ー
′1
′JJ1

1

1

2
4

となり,PIJ-45.1kgf/cm?を得る｡本機の最大吐出圧力は

46.5kgf/cmであるので使肝昭iEと判断した｡結果は大し

たトラブルもなく施｣二することができた｡

6-3 打設作業

標準的な打設作業サイクルは次のようである｡まず打

設面う輔‡を行って水を打ち,瀧闘犬態にLてモルタルを

1.5cm厚に敷 き均す｡その上にコンクリートを50cm厚さ

で2層打ちとなるよう打設,バイブレータで簡固めた｡

コンクリート打設後,夏期は6時間,冬期は12時間経過

してからグリーンカットを行う｡グリーンカットはレイ

タンスを除去し,新旧コンクリー トの付着強度を確保す

るために行う工程で,作業は高圧噴射水,ワイヤブラシ

等で骨材の粒径の半分程度が露出するまで洗いLLI廿 ｡

6-4 品質管理試験

品質管理試験は,材料の品質,コンクリートの強度お

よびプラントの機能等について｣二事開始前に行う基準管
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哩試験,以後,材料の品質及びプラントの機能について

定期的に行う定期管埋試験,そして骨材の粒度,表面水

量およびコンク1)- トの晶質についてFヨ常実施する日常

管理試験があり,いずれも仕様書に定められたとおり実

施した｡

このうち日常管哩試験の規定に従って行ったコンクリ

ートの品質管理試験の結果は表-10のとおりで,管理の

粘度は優秀であったと評価できようO

§7.鉄筋工

本工事に用いた鉄筋はSD30,太さと数量は表一日に

示すとおりである｡主筋の配置図を図-6に示す｡継手

は主としてガス圧接継手が採用された｡ガス圧接はtj本

庄接協会 ｢鉄筋のガス圧接｣二事標当鮒二様苦｣に当幼生Lて

工事を行ったが,太径鉄筋のガス圧接については従来施

工例が少ないため,特に慎重な配慮を行った｡ここでは

D51鉄筋のガス圧接継手について述べる｡

表一日 鉄筋数量表SD30

継手工法 荏 薮 量 圧接個数

重ね継 手 D51 117t

D41 51

D32.D29 571

D25-D16 152

D13 92

臼三 接継 手 D51 1065 5539ケ

D41 327 3185

D32 572 9843

D29 ll 164

紅1二当初は太径鉄筋のガス圧接に従事できるNAK4

種の資格を有する圧接工が少なく,かつ経験も浅いため,

本工事ではNAK4種の有資格者に現場で技量諒闇灸を課

し,合格者を作業に従事させた｡工事に当っては圧接部

秦-10 コンクリートの品質管珂痛く験結果

管理項目 規 準 値 試料数N iF-均 椴X 最 大 値Xmil＼ 最小値Xmin 標準偏差(7 変動係数CV (%)

ス ラ ン プ 12士2.5cm 385 12.5cm 14.2cm 10.4cm 0.72cm 5.8

空 気 量 4±1% 385 4.2% 4.9% 3.3% 0.33% 7.9

単位体精義鼠 2.27t/m3以上 385 2.313t/m3 2.36t/ma 2.28t/ma 0.0125t/m3 0.5

7rIl - 385 112kgf/cm2 135kgf/cm: 95kgf/cm2 8.2kgf/cm! 7.3

縮強痩 28日 - 381 276kgf/cm2 315kgf/cm7 250kgf/cn℡ 13.4kgf/cm? 4.9
91日 240kgf/cm2以上 352 378kgf/cm: 435kgf/cm2 350kgf/cm2 15.3kgf//cm竺 4.0
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図-6 主筋配置図

の形状の確認と抜取検査による品質管哩を行った｡圧接

部の形状については主として,ふくらみの径を計測し,

標当鮒二様書に定める母材の径の1.4倍以上を満足してい

るかどうかを確認した｡抜取検査はコブ付のままの引張

試験とし,母材強度のJiS規格値49kgf/mm2以上を保

障値とした｡ただし破断位置は問わない｡なお抜取個数

は原則として1作業班が1日に施工するロットより1個

(約40個所当り1個)とした｡検査の結果は,ふくらみの

径については最大89.8叩 最小75.1mm,平均82.1mm(規

大鳴門橋アンカレジコンクリートの施工

斬直れ･4mm),引張強度については最大62.8kgf/mm2,

最小55･5kgf/mm2,平均58･5kgf/mm2(規準値49-63kgf

/mm2)で良好であった｡

§8.クーリング及びグラウト工

8-1 1次クーリング

マスコンク1)- 卜ではセメントの水和熱による内部温

度の上昇のため,表面との温度差による引弓釦b力の発生,

さらに最終安定源空に至る温室降下期の体捌 繍翫二起因

する拘束引胞芯力の発生を考慮しなければならない｡ア

ンカレイジコンクリー トにおいても耐久性及び構造物の

一体化を要求されるのて1過度の熱応力によるひびわれ

の発射 ま極力避けねばならない0本構造物の場合,熱応

力によるクラックの発生を完全に防止するには,コンク

リートの:∋揺詣度は44oCと考えられるが,夏季においで

は44oC以下に抑制することは実際には非常に困難であ

る｡

本工事ではさ研くを利用してパイプクーリングを行い,

コンクリー トの温度上昇を極力抑制することにした｡パ

イプクーリングの仕様は管径25.4mm,配管ピッチ1m,

,Jl:討7k･′哲-3LtJゑ巌-208/mtnl薫∴絡ま撃退最.350rn以丁

図-7 クーリングコイル標準配管図

単位埋設延長350m以下,流量20且/min,圧力2.Okgf

/cm宅で,通水期間は打設後連続30日間としたO図-7に

標準リフトのクーリングコイル配管図を示す｡

この計画どおり工事を進め最初の夏季を迎えたところ,

コンクリー トの内部漉菱が予期した以上に上昇L,一部

にひびわれの発生がみられるに至った｡そこで種々検討

の結果,混練7トを5oCに冷却して用いることにしたoこ
れによってコンクリートの練上 り温度は5oC低減するこ

とができ,以後このプレクーリングは5月から10月の間

実施した｡表-12にコンクリー トの練上 り温変を示す｡

図-8はC2ブロックのNo.21リフトにおけるコンクリー

ト打設後の中心部塩度計測結果である｡打設後2日程で

最高温度を記録し,以後下降するが上部リフトの打設に

よりその熱影響を受ける｡
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秦-12 練り上り温度集計表(oC)
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試料数 外気温 混練水温 セメン ト温度 練上 り温度 計算値 練よ り温度
計 算 値

54.3 3 10.1 10.7 - ll.9 12.4 0.96

4 ll 12.5 15.5 - 15.2 15.5 0.98

5 15 16.8 19.0 - 19.9 19.6 1.02

6 ll 21.7 23.4 - 24.7 24.4 1.01

7 16 24.6 22.6 46 26.8 26.1 1.03

8 15 27.1 7.1 51 26.3 24.7 1.06

9 17 24.1 7.8 45.2 24.8 22.2 1.12

10 15 20.5 9.4 44,2 22.4 20.1 1.ll

ll 10 13.8 12.5 39.5 18.2 15.8 1.15

12 8 10/9 13.1 35.7 15.0 13.6 1.10

55.1 5 4.8 9.0 40.0 10.5 8.9 1.18

2 7 5.5 7.4 33.0 8.4 8.4 1.00

3 12 7.6 10.7 33.8 10.8 10.7 1.01

4 18 12.2 14.3 38.3 16.3 15.0 1.09

5 19 18.0ー ll.4 43.0 19.8 18.7 1.06

6 19 21.9 7.3 47.6 23.2 20.8 1.12

8 14 25.1 6.3 55.0 25.7 23.5 1.09

9 16 23.0 6.0 50.3 24.5 21.5 1.14

10 13 19.0 6.2 53.0 20.8 19.1 1.09

ll 9 13.9 16.4 53.0 17.6 18.0 0.98

12 3 ll.3 13.0 - 15.0 15.4 0.97

図-8 温度計測結果

8-2 2次クーリング及びグラウトエ

アンカレイジコンクリートの打設完了後,マス全体の

温度を鳴門地方の年平均気温16oCまで一棟に下げるた

めのクーリングを2次クーリングと称する｡これはコン

クリー トの鉛直打継目に生じる終局収縮間隔を人為的に

作り,グラウチングを行うためのものである｡したがっ

て最も冷却効果のよい冬季に実施するもので,本工事で

も昭和55年11月より56年1月までの間に実施した｡2次
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図-9 2次クーリング温度計測結果

クーリングは水道水を冷却してクーリングコイルを循環

させる方法を採った｡図-9はその冷却温度履歴図であ

る｡

平面で6ブロックに分割されたアンカレイジの鉛直継

目面は,せん断キー,鉄筋により構造的に一体化が図ら

れているが,過度降下や乾燥月謝B'(二よって継目に開きが

生じるため,最終工程でセメントミルクによるジョイン

トグラウチングを実施する｡2次クーリングののち,め
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らかじめ配管された注入管を用いてグラウチングを行っ

た｡グラウチング圧力はブロックの安定計算結果より最

大3kgf/cm?とし,注入中はあらかじめ埋設された継目計,

鉄筋計による計測を行って管理 した｡

§9.ケーブルアンカフレーム架設

ケーブルアンカフレームの構造の概要を図-10に示す｡

またその数最を表-13に示す｡ケーブルアンカフレーム

は非常に大きい構造物であり,かつ高精度の架設を要求

されるため,慎重な施工を行った｡工期は昭和54年10月

より6捌HRであった｡架設精度の検査の結果,誤差の平

均値は,太平洋側6.55mm,瀬戸内海側5.73mmで,最大値

はそれぞれ12.0mm,10.9mmであって,規定の精度を満足

している｡

図-10 ケーブルアンカフレーム構造

表-13 ケーブルアンカフレーム数量

部 材 名 称 敬 l上目_重 畳

前面支持フレ-ム 2基 382t

後面支持フレーム 2基 159

アンカガーダ架台 2組 22

引 張 材 154本 996
ア ンカガ ーダ 14本 196

先 端 横 継 ぎ 材 2基 15

§10.むすび

アンカレイジコンクリー トは本稿執筆の現在,打設を

終了したばかりである｡本工事ではコンクリー トの温度

大鳴門橋アンカレジコンクリートの施工

履歴及び温度分布,温度降下時における継目の開き,秩

筋の応九 クーリングの効果実験等,参考となる資料を

得ることができたが,現在生理,解析の緒についたばか

りで,次の機会に報菖したいと考えている｡なお,過度

角神子,計測については計画の当初から,技術研究所の土

田所長はじめスタッフの諸氏の御指導を戴いた｡ここに

感謝の意を表する｡
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